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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

　

回次
第33期

第３四半期連結
累計期間

第33期
第３四半期連結
会計期間

第32期

会計期間

自　平成20年
　　10月１日
至　平成21年
　　６月30日

自　平成21年
　　４月１日
至　平成21年
　　６月30日

自　平成19年
　　10月１日
至　平成20年
　　９月30日

売上高 (千円) 5,304,6801,572,0157,259,347

経常利益又は経常損失（△） (千円) 69,893 △76,543 212,387

当期純利益又は
四半期純損失（△）

(千円) △50,548 △63,103 82,440

純資産額 (千円) ― 1,839,4801,911,185

総資産額 (千円) ― 3,848,4454,024,751

１株当たり純資産額 (円) ― 434.72 451.66

１株当たり当期純利益又は
四半期純損失（△）

(円) △11.95 △14.91 19.48

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) ― 47.79 47.48

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 232,599 ― 20,856

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △52,237 ― △60,342

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △138,056 ― 65,978

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) ― 954,534 912,229

従業員数 (名) ― 515 489

(注)　１　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については、記　　

　載しておりません。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、１株当たり四半期純損失であり、また、潜

　在株式が存在しないため記載しておりません。
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２ 【事業の内容】

当第３四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれて

いる事業の内容に重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。

　

３ 【関係会社の状況】

当第３四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社の状況

　 平成21年６月30日現在

従業員数(名) 515(2,834)

(注)　従業員数は就業人員であり、臨時従業員であります契約社員、嘱託社員、登録社員は(  )内に当四半期連結

　　　会計期間の平均雇用人員を外数で記載しております。

　

(2) 提出会社の状況

　 平成21年６月30日現在

従業員数(名) 435(2,557)

(注)　従業員数は就業人員であり、臨時従業員であります契約社員、嘱託社員、登録社員は( )内に当四半期会計　　　　　

　　　期間の平均雇用人員を外数で記載しております。 
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

(1) 販売実績

当第３四半期連結会計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年６月30日）における販売実績を事業

区分別に示すと、次のとおりであります。

　

事業区分 販売高(千円)

警備業 　

　交通誘導警備 845,345

　施設警備 496,403

　列車見張り警備 146,087

その他の事業 84,179

合　計 1,572,015

(注) １　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

２　主要顧客別販売実績に対する販売割合が10％以上の相手先はありません。

　

２ 【事業等のリスク】

前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

　

３ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年６月30日）において、経営上の重要な契

約等の決定又は締結等はありません。

　

４ 【財政状態及び経営成績の分析】

(1) 経営成績の分析

警備業界におきましては、社会不安の増大により警備に対するニーズや関心は高まっていますが、一方

で警備品質の更なる向上や景気後退局面に対応したコスト削減への取組みが求められました。また、同業

他社との受注競争の激化、警備品質維持及び資格者確保のためのコストアップ要因も重なり、収益面は引

続き厳しい状況で推移しました。

　このような状況の中、当社グループは、店内保安（万引き防止）を専門とする株式会社日本保安（千葉

県千葉市）、清掃・建物維持管理・人材派遣を営む株式会社ビルキャスト(宮城県仙台市)、列車見張り警

備を主力とする株式会社大盛警備保障（岩手県盛岡市）、交通警備を主力とする株式会社三洋警備保障

（東京都世田谷区）がそれぞれの特性を生かした営業を展開し、業容の拡大と収益力の強化に取組んで

まいりました。

この結果、当第３四半期連結会計期間の業績につきましては、売上高1,572百万円、営業損失85百万円、

経常損失76百万円、四半期純損失63百万円となりました。
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各部門別売上高の状況は、概ね次のとおりであります。

〈交通警備〉

業者間の価格競争は依然として厳しい状況であり、当社グループの特色を生かしたロードスタッフ、イ

ベント警備、駐車場警備へ積極的に取組みましたが、トスネット及び連結子会社の三洋警備保障の受注が

伸び悩んだ結果、当部門の売上高は845百万円となりました。

　

〈施設警備〉

首都圏を中心に積極的に拡大を図っている部門であり、民間施設物件の受注及び官公庁入札物件に積

極的に参入したこと及び連結子会社の日本保安の売上高が加算されました結果、当部門の売上高は496百

万円となりました。

　

〈列車見張り警備〉

比較的利益率が高いことから注力商品のひとつと位置付けている部門であり、連結子会社の大盛警備

保障の受注が予想を下回る結果となりましたが、トスネットにおける北東北地区及び信越地区の受注が

好調に推移しました結果、当部門の売上高は146百万円となりました。

　

(2) 財政状態の分析

当第３四半期連結会計期間末の総資産は前連結会計年度末と比較して176百万円減少し、3,848百万円

となりました。主な要因は、警備未収入金が98百万円、投資有価証券が37百万円減少したこと等によるも

のです。

　負債は短期借入金が150百万円減少したこと等により、前連結会計年度末と比較して104百万円減少し、

2,008百万円となりました。

　純資産は利益剰余金が82百万円減少したこと等により、前連結会計年度末と比較して71百万円減少し、

1,839百万円となりました。この結果、自己資本比率は47.8％となりました。

　

(3) キャッシュ・フローの状況

当第３四半期連結会計期間の現金及び現金同等物(以下「資金」という)は営業活動によるキャッシュ

・フローが６百万円の増加となりましたが、投資活動によるキャッシュ・フローが43百万円及び財務活

動によるキャッシュ・フローが33百万円の減少となりました。

　この結果、第３四半期連結会計期間末における資金の残高は、954百万円となりました。

　当第３四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況と要因は次のとおりであります。

　

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

当第３四半期連結会計期間における営業活動から得られた資金は６百万円となりました。この主な要

因としては、売上債権の減少額82百万円、未払金の増加額４百万円等であったことに対して、税金等調整

前四半期純損失を72百万円計上したこと等によるものです。
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(投資活動によるキャッシュ・フロー)

当第３四半期連結会計期間における投資活動による資金は43百万円の支出となりました。この主な要

因としては、投資有価証券の取得30百万円及び有形固定資産の取得14百万円の支出があったこと等によ

るものです。

　

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

当第３四半期連結会計期間における財務活動による資金は33百万円の支出となりました。この主な要

因としては、長期借入金の返済33百万円の支払があったこと等によるものです。

　

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結会計期間において、当連結会社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更

及び新たに生じた課題はありません。

　

(5) 研究開発活動

該当事項はありません。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第３四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

当第３四半期連結会計期間において、第２四半期連結会計期間末に計画中であった重要な設備の新設、

除却等について、重要な変更はありません。また、当第３四半期連結会計期間において、新たに確定した重

要な設備の新設、除却等はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 7,000,000

計 7,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成21年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成21年８月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 4,232,600 4,232,600
株式会社ジャスダッ
ク証券取引所

単元株式数は1,000株であります。

計 4,232,600 4,232,600― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

平成21年４月１日～
平成21年６月30日

― 4,232 ― 524 ― 508

　

(5) 【大株主の状況】

大量保有報告書等の写しの送付等がなく、当第３四半期会計期間において、大株主の異動は把握してお

りません。
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(6) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の議決権の状況については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができませんので、直前の基準日(平成21年３月31日)に基づく株主名簿による記載をして

おります。

① 【発行済株式】

　 　 　 平成21年３月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等) 　　　　　　1,000 　　　　　　　　1 ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

4,228,000
4,228　

単元未満株式
普通株式

3,600
― 一単元(1,000株)未満の株式

発行済株式総数 4,232,600― ―

総株主の議決権 ― 4,229 ―

(注)　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式197株が含まれております。

　

② 【自己株式等】

　 　 平成21年３月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

株式会社トスネット
宮城県仙台市宮城野区宮
城野一丁目10番１号

1,000 ― 1,000 0.0

計 ― 1,000 ― 1,000 0.0

　

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
平成20年
　10月 　11月 　12月

平成21年
　１月 　２月 　３月 　４月 　５月 　６月

最高(円) 185 199 197 208 199 217 207 231 229

最低(円) 130 166 175 168 177 172 190 195 197

(注)　最高・最低株価は、ジャスダック証券取引所におけるものであります。
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３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありませ

ん。
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第５ 【経理の状況】

１　四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

　

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第３四半期連結会計期間（平成21年４月

１日から平成21年６月30日まで）及び当第３四半期連結累計期間（平成20年10月１日から平成21年６月30

日まで）の四半期連結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けており

ます。

　なお、従来から当社が監査証明を受けている監査法人トーマツは、監査法人の種類の変更により、平成21年

７月１日をもって有限責任監査法人トーマツとなりました。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：千円)

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,004,534 912,229

受取手形及び売掛金 15,581 16,124

警備未収入金 774,030 872,913

貯蔵品 17,384 18,539

繰延税金資産 16,832 14,896

その他 44,257 105,260

貸倒引当金 △9,256 △9,742

流動資産合計 1,863,365 1,930,220

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） ※1
 357,870

※1
 374,237

土地 981,411 981,411

その他（純額） ※1
 69,910

※1
 63,773

有形固定資産合計 1,409,193 1,419,423

無形固定資産

のれん 39,018 44,378

その他 25,370 26,165

無形固定資産合計 64,389 70,544

投資その他の資産

投資有価証券 308,591 345,798

長期預金 － 50,000

投資建物（純額） ※2
 9,308

※2
 10,040

投資土地 72,085 72,085

会員権 3,504 3,504

繰延税金資産 69,441 74,048

その他 74,275 73,985

貸倒引当金 △25,714 △24,918

投資その他の資産合計 511,492 604,544

固定資産合計 1,985,075 2,094,512

繰延資産 4 18

資産合計 3,848,445 4,024,751
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(単位：千円)

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年９月30日)

負債の部

流動負債

短期借入金 320,000 470,000

1年内返済予定の長期借入金 178,703 332,749

未払法人税等 16,950 34,750

未払消費税等 50,929 46,826

未払費用 487,870 484,114

賞与引当金 34,295 28,520

繰延税金負債 82 0

その他 97,394 113,125

流動負債合計 1,186,225 1,510,086

固定負債

長期借入金 662,585 464,950

退職給付引当金 138,214 130,251

その他 21,939 8,277

固定負債合計 822,738 603,479

負債合計 2,008,964 2,113,566

純資産の部

株主資本

資本金 524,680 524,680

資本剰余金 508,300 508,300

利益剰余金 824,762 907,046

自己株式 △385 △385

株主資本合計 1,857,356 1,939,640

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △17,876 △28,454

評価・換算差額等合計 △17,876 △28,454

純資産合計 1,839,480 1,911,185

負債純資産合計 3,848,445 4,024,751
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(2)【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

(単位：千円)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成20年10月１日
　至 平成21年６月30日)

売上高 5,304,680

売上原価 3,843,942

売上総利益 1,460,738

販売費及び一般管理費 ※1
 1,398,958

営業利益 61,779

営業外収益

受取賃貸料 15,393

その他 23,012

営業外収益合計 38,405

営業外費用

支払利息 16,758

投資有価証券運用損 11,145

その他 2,386

営業外費用合計 30,291

経常利益 69,893

特別利益

賞与引当金戻入額 5,765

その他 82

特別利益合計 5,847

特別損失

投資有価証券評価損 73,551

その他 1,313

特別損失合計 74,864

税金等調整前四半期純利益 877

法人税、住民税及び事業税 56,012

法人税等調整額 △4,587

法人税等合計 51,425

四半期純損失（△） △50,548
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【第３四半期連結会計期間】
(単位：千円)

当第３四半期連結会計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年６月30日)

売上高 1,572,015

売上原価 1,196,607

売上総利益 375,408

販売費及び一般管理費 ※1
 460,416

営業損失（△） △85,008

営業外収益

受取賃貸料 4,869

その他 8,415

営業外収益合計 13,284

営業外費用

支払利息 4,215

その他 604

営業外費用合計 4,819

経常損失（△） △76,543

特別利益

投資有価証券評価損戻入益 3,934

その他 45

特別利益合計 3,980

特別損失

特別損失合計 －

税金等調整前四半期純損失（△） △72,563

法人税、住民税及び事業税 △10,959

法人税等調整額 1,500

法人税等合計 △9,459

四半期純損失（△） △63,103
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
(単位：千円)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成20年10月１日
　至 平成21年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 877

減価償却費 30,109

のれん償却額 5,359

貸倒引当金の増減額（△は減少） 309

賞与引当金の増減額（△は減少） 5,775

退職給付引当金の増減額（△は減少） 7,962

受取利息及び受取配当金 △2,562

支払利息 16,758

投資有価証券運用損益（△は益） 11,145

投資有価証券評価損益（△は益） 73,551

有形固定資産除却損 1,313

売上債権の増減額（△は増加） 98,720

たな卸資産の増減額（△は増加） 1,154

前払費用の増減額（△は増加） 28,430

未収入金の増減額（△は増加） 35,046

未払金の増減額（△は減少） △21,854

未払費用の増減額（△は減少） 5,000

預り金の増減額（△は減少） △332

その他 14,701

小計 311,467

利息及び配当金の受取額 3,112

利息の支払額 △16,457

法人税等の支払額 △65,523

営業活動によるキャッシュ・フロー 232,599

投資活動によるキャッシュ・フロー

投資有価証券の取得による支出 △32,707

投資有価証券の売却及び償還による収入 3,138

有形固定資産の取得による支出 △17,488

敷金の差入による支出 △1,365

その他 △3,814

投資活動によるキャッシュ・フロー △52,237

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △150,000

長期借入れによる収入 350,000

長期借入金の返済による支出 △306,411

配当金の支払額 △31,645

財務活動によるキャッシュ・フロー △138,056

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 42,305

現金及び現金同等物の期首残高 912,229

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1
 954,534

EDINET提出書類

株式会社トスネット(E05073)

四半期報告書

16/25



【継続企業の前提に重要な疑義を抱かせる事象又は状況】

当第３四半期連結会計期間(自　平成21年４月１日　至　平成21年６月30日)

　該当事項はありません。

　

【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　
当第３四半期連結累計期間

(自　平成20年10月１日　至　平成21年６月30日)

会計処理基準に関する事項の変更

 リース取引に関する会計基準の適用

所有権移転外ファイナンス・リース取引については、従来、賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理によって

おりましたが、「リース取引に関する会計基準」(企業会計基準第13号(平成５年６月17日(企業会計審議会第一

部会)、平成19年３月30日改正))及び「リース取引に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第16

号(平成６年１月18日(日本公認会計士協会　会計制度委員会)、平成19年３月30日改正))が平成20年４月１日以

降開始する連結会計年度に係る四半期財務諸表から適用することができることになったことに伴い、第１四半

期連結会計期間からこれらの会計基準等を適用し、通常の売買取引に係る会計処理によっております。この変更

による損益に与える影響はありません。また、ファイナンス・リース取引に係るリース資産の減価償却の方法に

ついては、リース期間を耐用年数とし、残存価額をゼロとする定額法を採用しております。なお、リース取引開始

日が適用初年度開始前の所有権移転外ファイナンス・リース取引については、通常の賃貸借取引に係る方法に

準じた会計処理を引き続き採用しております。
 

　

【簡便な会計処理】

該当事項はありません。

　

【四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理】

該当事項はありません。

　

【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

　
当第３四半期連結会計期間末
(平成21年６月30日)

前連結会計年度末
(平成20年９月30日)

※１　有形固定資産の減価償却累計額　568,689千円※１　有形固定資産の減価償却累計額　546,772千円

※２　投資建物の減価償却累計額　　　 33,286千円 ※２　投資建物の減価償却累計額　　　 32,554千円 
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(四半期連結損益計算書関係)

　

第３四半期連結累計期間

当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年10月１日
至　平成21年６月30日)

※１　販売費及び一般管理費の主要な項目及び金額は　　

　　

　　次の通りであります。

(千円)

広告宣伝費 15,076

役員報酬 122,210

給料 608,008

法定福利費 98,149

地代家賃 101,073

リース料 65,075
 

　

　第３四半期連結会計期間
当第３四半期連結会計期間
(自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日)

※１　販売費及び一般管理費の主要な項目及び金額は　　

　　

　　次の通りであります。

(千円)

広告宣伝費 6,300

役員報酬 41,174

給料 198,621

法定福利費 31,857

地代家賃 33,558

リース料 20,926
 

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　
当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年10月１日 
  至　平成21年６月30日)

※1 　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結

貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

　　　　　　　　　　　　 （平成21年６月30日）

現金及び預金 1,004,534千円

預入期間が３か月超の定期預金 △50,000〃

現金及び現金同等物 954,534千円
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(株主資本等関係)

当第３四半期連結会計期間末(平成21年６月30日)及び当第３四半期連結累計期間(自　平成20年10月1日　至

　平成21年６月30日)

１　発行済株式に関する事項

株式の種類
当第３四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 4,232,600

　

　

２　自己株式に関する事項

株式の種類
当第３四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 1,197

　

　

３　新株予約権等に関する事項

　該当事項はありません。

　

　
４　配当に関する事項

　(1) 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成20年12月19日
定時株主総会

普通株式 31,735 7.5平成20年９月30日 平成20年12月20日 利益剰余金

　
　(2) 基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の効

力発生日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

　　　該当事項はありません。
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(リース取引関係)

　 当第３四半期連結会計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年６月30日）

リース取引開始日がリース会計基準適用初年度開始前の所有権移転外ファイナンス・リース取引に

ついては引続き通常の賃貸借取引に係る方法に準じた処理をしておりますが、当第３四半期連結会計

期間末におけるリース取引残高は前連結会計年度末に比べて著しい変動がないため記載しておりませ

ん。

　

(有価証券関係)

当第３四半期連結会計期間末（平成21年６月30日）

　当社グループの所有する有価証券は、企業集団の事業の運営において重要なものではありません。　　　

　　　　　　　　　　　　　　

　

(デリバティブ取引関係)

　 当第３四半期連結会計期間末（平成21年６月30日）

デリバディブ取引の四半期連結会計期間末の契約額等は、前連結会計年度の末日と比較して著しい

変動がありません。

　

(ストック・オプション等関係)

　 当第３四半期連結会計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年６月30日）

該当事項はありません。

　

(企業結合等関係)

該当事項はありません。
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(セグメント情報)

【事業の種類別セグメント情報】

当第３四半期連結会計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年６月30日）及び当第３四半期連結累計

期間（自　平成20年10月１日　至　平成21年６月30日）

警備業の売上高及び営業利益は、全セグメントの売上高の合計額及び営業利益の合計額に占める割合

がいずれも90％を超えているため、事業の種類別セグメント情報の記載を省略しております。

　

【所在地別セグメント情報】

当第３四半期連結会計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年６月30日）及び当第３四半期連結累計

期間（自　平成20年10月１日　至　平成21年６月30日）

本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び重要な在外支店がないため、該当事項はありません。

　

【海外売上高】

当第３四半期連結会計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年６月30日）及び当第３四半期連結累計

期間（自　平成20年10月１日　至　平成21年６月30日）

海外売上高がないため、該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１　１株当たり純資産額

　
当第３四半期連結会計期間末
(平成21年６月30日)

前連結会計年度末
(平成20年９月30日)

　 　

　 434.72円
　

　 　

　 451.66円
　

　

２　１株当たり四半期純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額

　
当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年10月１日 
  至　平成21年６月30日)

１株当たり四半期純損失 11.95円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期
純利益金額については、四半期純損失で
あり、また、潜在株式が存在しないため記
載しておりません。

　

　

　

(注)　１株当たり四半期純損失の算定上の基礎は以下のとおりであります。

　

項目
当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年10月１日 
  至　平成21年６月30日)

四半期連結損益計算書上の四半期純損失(千円) 50,548

普通株式に係る四半期純損失(千円) 50,548

普通株主に帰属しない金額(千円) ―

普通株式の期中平均株式数(千株) 4,231

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株
当たり四半期純利益の算定に含まれなかった潜在
株式について前連結会計年度末から重要な変動が
ある場合の概要

―
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当第３四半期連結会計期間
(自　平成21年４月１日 
  至　平成21年６月30日)

１株当たり四半期純損失 14.91円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期
純利益金額については、四半期純損失で
あり、また、潜在株式が存在しないため記
載しておりません。

―

　

　

(注)　１株当たり四半期純損失の算定上の基礎は以下のとおりであります。

　

項目
当第３四半期連結会計期間
(自　平成21年４月１日 
  至　平成21年６月30日)

四半期連結損益計算書上の四半期純損失(百万円) 63,103

普通株式に係る四半期純損失(百万円) 63,103

普通株主に帰属しない金額(百万円) ―

普通株式の期中平均株式数(千株) 4,231

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株
当たり四半期純利益の算定に含まれなかった潜在
株式について前連結会計年度末から重要な変動が
ある場合の概要

―

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成21年８月７日

株式会社トスネット

取締役会　御中

　

有限責任監査法人トーマツ

　

指定有限責任
社員
業務執行社員

　 公認会計士　　菅　　　　　博　　雄　　印

　

指定有限責任
社員
業務執行社員

　 公認会計士　　尾　　町　　雅　　文　　印

　

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式

会社トスネットの平成20年10月１日から平成21年９月30日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間

(平成21年４月１日から平成21年６月30日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成20年10月1日から平成21年

６月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半

期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は

経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社トスネット及び連結子会社の平成21

年６月30日現在の財政状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の

経営成績並びに第３四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる

事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　
 
(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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